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教
育
委
員
会
に
公
民
館
長
を

止
を
目
的
と
す
る
事
業
へ
の
補

助
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
規
約
改
正
で
す
。

公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条

例

(

可

決

)

当
分
の
問
、
東
部
公
民
館
図

書
室
を
会
議
室
に
利
用
す
る
た

め
の
条
例
改
正
で
す
。

平
成
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
(
第
6
号

)

(

可

決

)

…………………
瀬
川
織
統
楽
鎌
………
…
………
…
櫛
滋
縦
一会
…………………

(2) 

平
成

7
年
第
一
固
定
例
会

は、

3
月
6
日
か
ら
M
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
は
、

平
成
7
年
度

の
一
般
会
計
予
算
な
ど
二
十
二

議
案
の
提
案
と
議
員
か
ら
は
、

発
議
及
び
請
願

・
陳
情
に
と
も

岡垣町融会だより

な
う
意
見
書
五
議
案
が
提
案
さ

れ
、
可
決
二
十
六
件
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

機
会
の
随
員
及
び
長
の
選
挙
に

bo
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

(
可
決
)

有
権
者
に
対
し
て
、

候
補
者

の
経
歴
や
政
見
が
十
分
周
知
出

来
る
よ
う
、

選
挙
公
報
を
発
行

す
る
よ
う
に
な
り
今
回
の
町
議

会
議
員
選
挙
か
ら
配
布
さ
れ
ま

し
た
。

課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

平成 7年 5月 10日

る
条
例

(
可
決
)

情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
、

組
織
機
構
体
制
の
見
直
し
に
よ

る
、
情
報
推
進
課
の
新
設
の
た

め
の
条
例
改
正
で
す
。

職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

(
可
決
)

福 す配
問 。置

県 す
市 る
町 た
村 め
災 の
害 条
共例
済 改
組 正
合 で

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

の
協
識
に
つ
い
て

(
可
決
)

積
立
金
利
息
に
よ
る
災
害
防

園

EE----竃
置

E
B
E
E
t
-
--

平
成
6
年
度
の
最
終
段
階
の

補
正
で
す
。
今
回
は
歳
入
歳
出

と
も
に
六
千
百
七
十
一
万
九
千

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
六

十
八
億
四
千
四
百
八
十
三
万
三

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
6
年
度
国
民
健
康
保
険
事

鎌
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
4

号

)

(

可

決

)

医
療
費
全
体
の
伸
び
が
当
初

見
込
み
よ
り
低
く
押
さ
え
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
歳
入
歳
出
と
も

に
一
億
二
千
六
百
八
万
一
千
円

の
減
額
と
な
り
、
予
算
総
額
は

十
九
億
八
千
六
十
八
万
六
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
6
年
度
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
(
第
3
号
)

(
可
決
)

医
療
給
付
費
な
ど
の
歳
出
増

に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に
五

千
四
百
七
十
八
万
四
千
円
の
増

A情報化社会に対応する情報推進課の電算室

A福祉の里完成模型(高倉)

額
と
な
り
、
予
算
総
額
は
二
十

六
億
八
千
九
百
五
十
八
万
六
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
B
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
(
第
2
号
)
(
可
決
)

預
金
利
息
な
ど
で
収
益
的
収

入
を
六
十
万
円
増
額
、
修
繕
費

の
増
加
な
ど
で
収
益
的
支
出
を

七
百
八
十
二
万
円
増
額
、
資
本

的
収
入
は
十
三
万
五
千
円
が
増

額
、
資
本
的
支
出
は
百
四
十
八

万
六
千
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
7
年
度
一
般
会
計
予
算

(
賛
成
多
数
可
決
)

本
年
度
の
町
の
事
業
全
体
を

表
し
た
も
の
で
す
。
穏
や
か
な

景
気
の
回
復
過
程
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
税
収
の

確
保
な
ど
深
刻
な
財
政
事
情
の

中
、
前
年
度
を
日
・

6
パ
ー
セ

ン
ト
上
回
る
七
十
九
億
二
千
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
事

業

・
「
福
祉
の
里
」
の
用
地
購

入

・
屋
内
ゲ

1
ト
ボ

l
ル
場
の

建
設

・
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
な
ど
、

快
適
で
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
事
業
に
重
点
が
置
か
れ
た
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
7
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算
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(
賛
成
多
数
可
決
)

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事

業
全
体
を
表
し
た
も
の
で
す
。

新
規
に
町
独
自
の
事
業
と
し

て
、
国
保
被
保
険
者
を
対
象
に
、

は
り
・
き
ゅ
う
の
補
助
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
高
額
療
養

費
な
ど
全
体
医
療
費
が
低
く
押

さ
え
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

前
年
度
を
1
・
5
パ
ー
セ
ン
ト

下
回
る
二
十
億
四
千
七
百
六
十

~ 

.軍要案件を審機中の磁場

六
万
七
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成

7
年
度
老
人
保
健
事
喋
特

別
会
計
予
算

(
質
成
多
数
可
決
)

本
年
度
の
老
人
保
健
事
業
全

体
を
表
し
た
も
の
で
す
。
前
年

度
を
3
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
上
回

る
二
十
七
億
六
百
八
十
万
八
千

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成

7
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
機
特
別
会
計
予
算

(
可
決
)

本
年
度
の
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
の
予
算
で
、
四
百
九

十
一
万
四
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
7
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算(

賛
成
多
数
可
決
)

本
年
度
の
公
共
下
水
道
事
業

は
、
十
四
億
二
千
百
万
円
が
計

上
さ
れ
、
海
老
棒
、
新
海
老
津

区
の
残
り
と
吉
木
区
、
野
間
一

区
の
一
部
の
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成

7
年
度
水
道
事
業
会
計
予

算

(

賛

成

多

数

可

決

)

本
年
度
の
水
道
事
業
全
体
を

表
し
た
も
の
で
す
。
九
千
二
百

戸
に
、
日
量
七
千
二
百
ト
ン
の

給
水
を
行
う
予
定
で
す
。

収
益
的
収
入
は
四
億
五
千
三念公共下水道の浄化センター(篠塚)

百
一
万
四
千
円
、
収
益
的
支
出

は
四
億
三
千
八
十
六
万
五
千

円
。
資
本
的
収
入
は
一
億
二
千

二
百
二
十
万
円
、
資
本
的
支
出

は
二
億
六
千
八
百
二
十
九
万
四

千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ

い

て

(

可

決

)

二
十
八
路
線
を
町
道
認
定

し
、
十
一
路
線
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

.各家庭に毎日、貴重な水を送り続けている浄水場(吉木)

融
会
の
糟
員
の
報
酬
及
ぴ
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

(
賛
成
多
数
可
決
)

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
聞
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

(

賛

成

多

数

可

決

)

教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与

及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
賛
成
多
数
可
決
)
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岡
垣
町
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
に
基
づ
き
特
別
職
職

員
の
報
酬
が
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
、
平
成
6
年
叩
月
1
日
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

単位 :千円

区 分 改正後 改正前 改正額

議 長 335 318 17 

冨リ 議 長 295 281 14 

常任委員長 285 271 14 

議会運営委員長 285 271 14 

議 員 275 260 [ 15[ 

単位 :千円

区 分 改正後 改正前 改正額

町 長 795 775 20 

助 役 636 618 18 

収 入 役 596 578 18 

教 育 長 596 578 18 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

(
可
決
)

伊j

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
が
改
正
さ
れ
、

4
月

1
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
は
三
年
ぶ
り
に
改
正
さ

れ
る
も
の
で
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
農
業
委
員

会
等
の
行
政
委
員
会
の
委
員
や

町
の
附
属
機
関
(
委
員
会
)
の

委
員
の
報
酬
が

5
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
お
パ
ー
セ
ン
ト
の
幅
で
引

上
げ
ら
れ
、
平
均
で

8
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
の
引
上
げ
と
な
り
ま

す。消
防
団
員
の
定
員
、
任
用
、
給

与
、
分
限
及
び
懲
戒
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す

る

条

例

(

可

決

)

岡
垣
町
消
防
団
員
の
報
酬
が

次
の
よ
う
に
改
正
大
・
れ
、
4
月

1
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

単位 :円

区 分 金額(年額)

役付消

消防団長 142，000 

昌リ 団 長 107，000 

分 団 長 86，000 
防団 部 長 48，000 
員 班 長 44，000 

一般 団員 39，000 

な
り
ま
し
た
。

平
成
S
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
(
第
7
号
)(

賛
成
多
数
可
決
)

議
会
議
員
報
酬
や
、
四
役
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
伴
う
予
算
措
置
で
あ
り
、

歳
入
歳
出
と
も
に
二
百
五
十
万

七
千
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

発

識

機
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正

す

る

条

例

(

可

決

)

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

情
願

-
陳
情

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請

願
は
二
件
審
議
さ
れ
採
択
と
な

り
、
採
択
さ
れ
た
請
願
に
関
す

る
意
見
書
や
「
地
方
分
権
推
進

法
案
」
の
早
期
成
立
を
求
め
る

意
見
書
も
可
決
さ
れ
、
内
閣
総

理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
機
関
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
保
護
の
受
給
者
を
差
別

し
、
医
療
を
受
け
る
権
利
を
侵

害
す
る
医
療
券
方
式
を
健
康
保

険
証
の
よ
う
な
医
療
柾
に
改
善

す
る
意
見
書
の
決
臓
に
関
す
る

輔

願

書

(

採

択

)

国
立
病
院
・
療
養
所
の
拡
充
・

強
化
を
求
め
る
輔
願
書

(
採
択
)

「
地
方
分
権
推
進
法
案
」
の
早

期
成
立
を
求
め
る
意
見
書

(
賛
成
多
数
可
決
)

地
方
自
治
の
拡
充
と
発
展
を
求

め
る
意
見
書

(
賛
成
少
数
否
決
)

臨

4-
Zま

時

平
成
7
年
第
一
回
臨
時
議
会

は
1
月
口
日
か
ら
四
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
町
長
か
ら
職
員
の
給

与
条
例
改
正
な
ど
七
議
案
の
提

案
と
一
件
の
継
続
審
査
議
案
が

あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

環
境
美
化
条
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

(
修
正
可
決
)

空
き
缶
、
ご
み
等
の
散
乱
防

止
及
び
再
資
源
化
並
び
に
緑
化

の
推
進
の
た
め
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
聞
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

(

可

決

)

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る

条

例

(

可

決

)

二
件
と
も
職
員
の
給
与
の
改

正
で
、
国
の
人
事
院
勧
告
に
準

じ
1
・
日
パ

ー
セ
ン
ト
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

平
成
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
(
第
5
号

)

(

可

決

)

給
与
改
定
な
ど
の
歳
出
増
で

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
二
百

四
十
六
万
四
千
円
の
増
額
と
な

り
、
予
算
総
額
は
六
十
七
億
八

千
三
百
十
一
万
四
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
8
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
3

号

)

(

可

決

〉

歳
入
歳
出
と
も
に
百
十
六
万

五
千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
6
年
度
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
(
第
2
号
)

(
可
決
)

歳
入
歳
出
と
も
十
六
万
五
千

円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
6
年
度
公
共
下
水
道
事
蝶

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
2

号

)

(

可

決

)

歳
入
歳
出
と
も
に
一
千
三
十

万
六
千
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
6
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

(第
1
号
)

(
可
決
)

収
益
的
支
出
が
四
十
三
万
九

千
円
の
増
額
、
資
本
的
支
出
が

四
百
五
十
万
円
増
額
さ
れ
ま
し

た。
平
成
7
年
第
二
回
臨
時
会
は

4
月
日
日
に
開
催
さ
れ
、
町
長

か
ら
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
改
正
な
ど
三
議
案
の

提
案
が
あ
り
、
す
べ
て
可
決
文

は
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
可
決
)

専
決
処
分
の
承
毘
を
求
め
る
ニ

と
に
つ
い
て

(
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条

例

)

(

承

認

)

今
回
の
税
条
例

の
改
正
で

は
、
阪
神
大
震
災
に
合
わ
れ
て

岡
垣
町
に
転
入
さ
れ
た
方
に
対

す
る
町
県
民
税
や
、
固
定
資
産

税
の
軽
減
に
関
す
る
措
置
も
、

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
ニ

と
に
つ
い
て

(
平
成
6
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
(
第
8
号
)
)
(
承
認
)



平成 7年 5月 10日

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
た

ず
ね
る

質
問

阪
神

・
淡
路
大
震
災
を

教
訓
と
し
て
震
災
対
策
の
万
全

を
期
す
た
め
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

地
域
防
災
計
画
は
定
め

て
い
る
が
、
風
水
害
が
主
で
地

震
へ
の
対
策
が
な
い
の
で
、
県 般

竹
内

手口
男

議
員

岡垣町議会だより
町司同・、-‘ー

(5) 

質

閏

と
も
相
談
し
な
が
ら
早
急
に
計

画
の
見
直
し
を
図
り
た
い
。

質
問

防
災
の
支
援
に
つ
い
て

芦
屋
の
航
空
自
衛
隊
と
の
聞
に

防
災
協
定
が
あ
る
が
、
火
災
の

み
で
、
同
協
定
の
中
で
地
震
、

風
水
害
及
び
崖
崩
れ
は
除
く
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
内
容
の
見

直
し
を
早
急
に
や
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

近
隣
の
町
も
見
直
し
を

答
弁

.阪神大震災で打撃を受けた神戸市中失区

そ
の
時
点
で
見
直

し
を
図
り
た
い
。

質
問

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
計
画
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

今
回
の
被
災
地
で
、
人

口
、
面
積
規
模
等
が
同
じ
く
ら

い
な
淡
路
島
の
津
名
町
や
北
淡

町
に
、
職
員
を
派
遣
し
て
、
調

査
し
、
防
災
計
画
に
役
立
て
た
い
。

質
問

学
校
等
は
避
難
所
に
も

な
り
う
る
の
で
、
各
学
校
の
大

規
模
改
修
の
折
に
耐
震
性
能
を

上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁

学
校
の
大
規
模
改
修
で

は
耐
震
構
造
の
ア
ッ
プ
は
無
理

で
あ
る
が
、
学
校
新
設
時
に
は
、

あ
る
程
度
考
慮
し
た
い
。

質
問

技
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
家
、
在
宅

看
護
婦
)
の
育
成
、
協
力
を
あ

お
い
で
は
ど
う
か
。

答
弁

技
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

出
来
れ
ば
、
町
と
し
て
は
そ
の

方
々
と
協
議
し
協
力
を
、
お
願

い
し
た
い
。

質
問

防
災
係
を
も
う
け
る
考

え
は
な
い
か
。

答
弁

通
常
は
総
務
課
の
一
職

員
が
受
け
持
っ
て
い
る
が
、
災

害
時
に
は
町
長
が
直
接
こ
れ
に

対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

図
る
の
で
、

久
保
田

秀
日召

議
員

地
域
防
災
計
画
等
見
直
し
の

基
準
に
つ
い
て
た
ず
ね
る

質
問

岡
垣
町
の
地
域
防
災
計

画
書
で
は
、
全
く
地
震
災
害
を

考
え
て
い
な
い
。
阪
神
大
震
災

を
教
訓
に
し
た
防
災
計
画
の
見

直
し
を
す
る
た
め
に
会
議
を
聞

い
た
の
か
。

答
弁

地
震
を
含
め
た
防
災
計

画
は
専
門
知
識
が
必
要
で
あ
り

計
画
の
見
直
し
に
は
着
手
し
て

し
な
し
。

質
問

今
回
の
地
震
を
教
訓
に

防
災
計
画
を
今
後
ど
の
よ
う
に

検
討
す
る
の
か
。

答
弁

現
在
、
国

・
県
で
防
災

計
画
が
見
宣
さ
れ
て
お
り
、
県

と
十
分
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問

神
戸
市
は
「
震
度
五
の

強
震
」
で
良
い
と
判
断
し
て
い

た
。
大
規
模
な
地
震
は
こ
な
い
、

無
駄
な
投
資
を
し
て
震
度
中
ハ
に

備
え
る
必
要
は
な
い
と
い
う
の

が
国
や
神
戸
市
、
兵
庫
県
が
取

っ
て
き
た
姿
勢
で
あ
っ
た
。
こ

う
い
う
点
を
考
え
る
と
、
震
度

七
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

一
番
被
害
が
大
き
か
っ

た
神
戸
と
岡
垣
を
同
一
視
は
で

き
な
い
。
公
共
物
等
の
対
策
に

つ
い
て
は
財
政
的
な
問
題
も
あ

り
、
感
覚
的
に
こ
の
位
に
し
て

お
こ
う
と
言
う
の
は
問
題
が
あ
る
。

質
問

名
古
屋
革
新
市
政
の
時

そ
の
地
域
で
は
、
歴
史
的
に
は

震
度
五
し
か
起
こ
っ
て
い
な
か

っ
た
が
過
去
起
こ
っ
た
事
の
あ

る
震
度
七
を
想
定
し
た
対
応
を

考
え
て
き
て
い
た
。

行
政
の
姿
勢
の
問
題
で
あ
る

と
思
う
が
。

答
弁

被
害
想
定
数
値
に
つ
い

て
は
ま
だ
考
え
て
い
な
い
。

A阪神大震災で打撃を受けた神戸市長田区

当
町
に
類
似
し
て
い
る
北
淡

町
等
を
調
査
し
た
上
で
検
討
す

る
。
国

・
県
も
見
直
し
中
な
の

で
、
今
の
時
点
で
震
度
を
想
定

す
る
の
は
早
計
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問

地
方
自
治
と
言
う
観
点

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
町
民
の
生

命

・
財
産
を
守
る
の
か
と
言
う

事
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
弁

震
度
七
を
想
定
し
た
計

画
を
た
て
る
の
が
至
当
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
学
者

の
意
見
や
被
災
地
の
状
況
も
把

握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



(6) 

質
問
国
保
税
が
こ
の
四
年
間

で
二
回
も
引
上
げ
ら
れ
、
遠
賀

平
山

弘

議
員

通
学
路
は
安
全
か

岡垣町融会だより

質
問
通
学
路
は
万
全
か
。

答
弁
万
全
と
は
言
え
な
い
が

常
に
点
検
整
備
し
て
、
事
故
の

な
い
よ
う
に
配
膚
す
べ
き
と
思
う
。

質
問
登
下
校
中
の
交
通
事
故

は
起
き
て
い
な
い
か
。

答
弁
平
成
五
年
度
に
四
件
、

平
成
六
年
度
に
四
件
発
生
し
て

い
る
。

質
問
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
整
備
方
針
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
緊
急
性
の
高
い
所
か
ら

早
急
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

情
報
公
開
の
方
針
は

質
問
町
民
の
知
る
権
利
を
保

障
し
ガ
ラ
ス
ば
り
の
町
政
を
進

め
る
上
で
、
町
の
行
財
政
や
議

会
等
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

や
原
則
非
公
開
を
除
い
て
、
公

聞
を
基
本
に
検
討
し
て
い
く
。

国
保
税
の
引
下
げ
を
求
め
る

平成 7年 5月 10日

河端2旬磨
. 

包

郡
内
で
一
番
高
く
な
っ
て
い
る
。

当
初
見
込
み
よ
り
医
療
費
が
減

っ
た
の
で
一
億
一
千
二
百
万
円

を
基
金
と
し
て
た
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
活
用
し
て
国
保
税

の
引
下
げ
を
求
め
る
。

答
弁
基
金
は
不
時
の
出
費
に

備
え
た
も
の
で
、
現
状
で
は
国

保
税
の
引
下
げ
は
出
来
な
い
。

質
問
百
世
帯
が
国
保
税
を
払

え
な
い
た
め
、
保
険
証
が
も
ら

え
な
い
状
況
で
あ
り
、
国
保
税

が
高
い
た
め
未
納
世
帯
も
増
え

て
い
る
。

例
え
ば
、
基
金
を
半
分
活
用

し
て
も
一
世
帯
平
均
一
万
円
引

下
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
。

答
弁
現
状
は
、
い
つ
赤
字
に

な
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
将
来
的
に
今
の
良

好
な
状
況
が
固
定
化
す
れ
ば
引

下
げ
は
考
え
ら
れ
る
。

事国
)11 

光
利

議
員

公
営
住
宅
(
県
営
・
町
営
)
建

設
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

カ質
問

町
営
住
宅
入
居
問
題
で 企小学校の下校風景(みちくさをしないで早〈帰ろうよ)

不
満
の
相
談
が
よ
く
あ
る
が
、

町
内
の
住
宅
事
情
に
つ
い
て
、

実
状
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
特
別
な
調
査
は
行
っ
て

し

な

し
三
吉
町
営
住
宅
の
汚
水
処
理

施
設
を
つ
く
り
、
同
住
宅
の
建

て
替
え
を
計
画
し
て
い
る
新
た

な
地
域
へ
の
建
設
計
画
は
、
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

質
問
そ
れ
で
は
県
営
住
宅
建

設
に
つ
い
て
県
当
局
と
折
衝
し

た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
弁
積
極
的
な
働
き
か
け
は

し
て
い
な
い
。

質
問
公
営
住
宅
法
で
は
住
宅

不
足
緩
和
の
た
め
公
営
住
宅
の

供
給
を
地
方
自
治
体
に
課
し
て

い
る
が
、
せ
め
て
県
営
住
宅
建

設
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁
県
当
局
に
陳
情
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

地
域
づ
く
り
と
町
有
地
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
た
ず
ね
る

質
問
西
部
地
域
の
活
性
化
と

地
域
づ
く
り
の
施
策
に
つ
い
て

具
体
的
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
弁
部
分
的
事
業
は
あ
る
が

総
合
的
計
画
は
、
検
討
中
で
あ
る
。

質
問
早
急
に
計
画
を
策
定
す

べ
き
で
あ
る
。
当
面
の
問
題
と

し
て
関
係
者
の
意
識
高
揚
と
町

有
地
の
有
効
利
用
と
し
て
、
西

部
公
民
館
の
近
く
の
町
有
地
が

放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
荒
れ
地
に

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
シ
ョ

ウ
ブ
園
」
な
ど
に
整
備
す
れ
ば

児
童
の
勉
強
の
場
に
も
な
る
。

花
の
あ
る
地
域
づ
く

り
に
も
な
り
、
更
に
周
辺
の
農

作
業
に
も
よ
い
環
境
が
出
来
る

と
思
う
が
。

答
弁
そ
の
事
も
含
め
て
、
町

有
地
の
有
効
利
用
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

ま
た
、

r‘ 

...町営住宅の風景(三吉団地)
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一
年
間
の
町
の
事
業
が
ほ
ぽ
決

定
す
る
た
め
、
審
査
す
る
委
員

の
熱
の
入
れ
よ
う
が
違
い
ま
す
。

だ
が
、
予
算
に
つ
い
て
は
総

務
委
員
だ
け
で
な
く
、
連
合
審

査
会
と
い
う
議
員
全
員
参
加
の

会
議
で
審
査
す
る
た
め
、
質
問

だ
け
で
も
大
変
な
時
聞
を
要
し

ま
し
た
。

陳
情

・
請
願
に
つ
い
て
は
、

国
民
全
般
に
ま
た
が
る
も
の
が

多
く
、
高
度
な
判
断
を
要
す
る

た
め
大
変
苦
労
を
い
た
し
ま
し

た。

『
経
済
建
設
常
任
委
員
会
』

得
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。松

を
守
る
立
場
か
ら
松
葉
か

き
を
平
成
六
年
に
当
委
員
会
と

地
元
の
人
達
で
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
一
ニ
千
本
の
松
の
植
樹

を
平
成
七
年
二
月
に
二
百
余
名

の
町
民
、
県
民
の
方
々
と
共
に

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
景
勝
三
里
松
原
を
守
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

平成7年 5月 10日

当
委
員
会
で
は
、
平
成
三
年

に
マ
リ
シ

1
号
が
座
礁
し
二
年

開
放
置
さ
れ
、
町
長
や
対
策
協

議
会
の
努
力
に
よ
り
、
解
決
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戸
切
の
ポ
タ
山
撤
去

に
取
組
ん
で
来
ま
し
た
が
、
取

り
あ
え
ず
災
害
防
止
の
工
事
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
元
の
方
々

も
非
常
に
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

三
里
松
原
の
松
喰
い
虫
の
件

で
は
、
農
水
省
に
陳
情
を
い
た

し
ま
し
て
航
空
防
除
の
予
算
護

四
年
間
を
振
り
返
っ
て

「総
務
常
任
委
員
会
』

."，哩」司

...造成が進む福祉の里(高倉)

平
成
三
年
五
月
よ
り
今
日
ま

で
、
総
務
委
員
会
に
託
さ
れ
た

数
多
く
の
案
件
を
審
議
し
て
き

ま
し
た
。

たい年
特 。 て 度 委
に はの員
当 大当会
初 変初は
予 時予条
算 間算例
の をのの
審 要審改
議 し議正
で まにや
は しっ各

岡垣町融会だより

，事

委
員
長

康

屋

松

委
員
長

兼

夫

原

...福岡県ーの規模 (450ha)を有する雄大な三里松原

『
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
』

来
と
地
域
福
祉
の
あ
る
べ
き
将

来
展
望
に
た
っ
て
調
査
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

同
和
問
題
の
解
決
を
展
望
し

て
同
和
行
政
に
お
け
る
、
人
権

教
育
や
物
的
事
業
の
終
結
に
向

け
て
の
調
査
研
究
で
は
一
定
の

成
果
に
結
び
つ
く
も
の
で
、
所

管
委
員
会
と
し
て
の
役
割
は
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、

会
議
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

閉
会
中
も
調
査
活
動
と
し
て
、

各
住
民
団
体
と
の
懇
談
、
現
地

調
査
、
先
進
地
視
察
な
ど
、
当

委
員
会
所
管
事
項
に
関
わ
る
多

面
的
な
調
査
研
究
活
動
を
積
極

的
に
行
い
ま
し
た
。

特
に
そ
の
中
で
も
当
面
の
行

政
課
題
で
あ
る
、
福
祉
の
里
建

設
計
画
は
、
高
齢
化
社
会
の
到

...総務委員会の審機風景

(7) 

委
員
長

細

光

手リ
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l
'
 



(8) 

急
速
な
高
齢
化
社
会
の
到

来
、
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
、
ガ
ッ

ト
農
業
交
渉
、
急
激
な
円
高
な

ど
、
変
貌
す
る
日
本
社
会
に
お

い
て
、
当
町
の
振
興
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
十
八
名
の
議
員
の
皆

様
四
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
去
る
3
月
2
日

福
岡
県
町
村
会
議
会
議
長
会
会

長
よ
り
、
勢
屋
康
一
議
員
が
二

十
三
年
間
と
い
う
永
い
間
町
村

議
会
議
員
と
し
て
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
垣
町
長
よ
り
、

4

議
員
の
活
動
を
称
え
て

岡垣町議会だより平成 7年 5月 10日

月
日
日
の
町
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、

8
年
以
上
の
永
き
に
わ

た
り
地
域
振
興
発
展
に
尽
く
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

O
在
職
8
年

大

森

忠

勝

議

員

。
在
職
ロ
年

長

谷

川

勝

議

員

久
保
田
秀
昭
議
員

松

原

兼

夫

議

員

。
在
職
初
年

古
家
崎
康
彦
議
員

谷
口
佐
賀
夫
議
員

曽

宮

角

助

議

員

O
在
職
M
年

勢
屋
康
一

議
員

写真右上から

安部議員・古家崎議員・長谷川議員・竹内議員・大森議

員・細川議員・竹井(和)議員・木原(信)議員・下川路議

員・勢屋議員・久保田議員・谷口議員・竹井(信)議員・

松原議員・木原(友)議員・平山議員・中村議員・曽宮議員

職
員
が
替
わ
り
ま
し
た

4
月
か
ら
行
政
機
構
が
変
わ

り
議
会
事
務
局
に
事
務
係
長
が

で
き
、
野
白
書
記
が
建
設
課
へ

異
動
し
、
新
た
に
農
林
水
産
課

か
ら
石
田
係
長
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。2

年
7
カ
月
間
お
疲
れ
き
ん

で
し
た
と
い
う
思
い
と
、
議
会

事
務
局
の
仕
事
に
早
く
な
れ
て

ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
人
町
職
員
の
紹
介

希
望
と
未
知
な
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
秘
め
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新

人
を
、
紹
介
し
ま
す
。

4
月
1
日
で
採
用
さ
れ
た
町

職
員
は

7
人
で
す
。

野口書記

写
真
右
か
ら

松
山
佳
宣
(
社
会
教
育
課
)

柴
田
達
也
(
農
林
水
産
課
)

大
江
智
子
(
健
康
対
策
課
)

伊
藤
久
美
(
学
校
教
育
課
)

松
尾
佳
代
子
(
福
祉
課
)

倉
田
幸
子
(
総
務
課
)

松
丸
実
子
(
健
康
対
策
課
)

は
じ
め
て
議
場
に
入
つ
て
の

感
想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
『
広
く

て
と
て
も
き
れ
い
』
『
入
る
だ
け

で
緊
張
す
る
』
『
実
際
に
議
会
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て

み
た
い
』
な
ど
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
町
の
職
員
と
し
て
ガ
ン
バ

石田係長

レ・
:
f
-

時
の
流
れ
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
五
十
年
の
歳
月
を
数
え

る
。
も
う
戦
後
で
は
な
い
、
い

や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
で
戦

後
は
終
わ
っ
て
な
い
と
言
う
議

論
が
交
錯
し
て
い
る
。

戦
争
の
事
実
を
歴
史
の
一
ペ

ー
ジ
に
埋
没
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
五
十
年
朝
鮮
、
ベ
ト

ナ
ム
中
越
、
新
し
い
と
こ
ろ
で

湾
岸
等
々
の
戦
争
が
起
き
て
い

る
。
日
本
は
こ
れ
ら
の
戦
争
に

直
接
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

そ
れ
は
日
本
国
憲
法
に
由
来

す
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実

で
あ
る
。

一
方
経
済
は
、
朝
鮮
戦
争
特

需
を
機
に
高
度
成
長
を
遂
げ
、

今
や
世
界
超
一
流
経
済
大
国
に

な
っ
た
。
そ
の
間
国
民
は
、
働

き
す
ぎ
と
批
判
さ
れ
よ
う
と
、

勤
勉
実
直
に
経
済
成
長
に
寄
与

し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
が
不
況
と
言
わ
れ

よ
う
と
、
相
対
と
し
て
一
定
水

準
の
生
活
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
成
長
過
程

の
中
で
高
齢
化
社
会
が
誕
生
し

た

そ
し
て
国
を
始
め
、
自
治
体

上
げ
て
高
齢
化
対
策
が
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
社
会
を
基
本
で

支
え
る
の
は
若
者
で
あ
り
、
震

災
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
存
分
に
発

揮
し
た
。

自
治
体
は
、
秘
め
た
若
者
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
系
的
、
政
策

的
に
引
き
だ
す
こ
と
が
今
、
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
が
高
齢
化
社

会
を
よ
り
円
滑
に
推
進
す
る
で

あ
ろ
う
。

『
議
会
だ
よ
り
』
は
、
議
会
の

再
現
を
モ
ッ
ト
ー
に
素
人
集
団

が
手
探
り
で
作
成
を
始
め
、
は

や
十
一
号
を
数
え
る
。

版
を
重
ね
る
に
つ
れ
前
進
し

て
い
る
と
自
画
自
賛
す
る
。

事
務
局
職
員
の
苦
労
に
感
謝

す
る
。さ

て
、
読
者
で
あ
る
住
民
の

批
評
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
次
号
か
ら
は
、
新
し
い
議

員
で
編
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

斬
新
な
紙
面
を
期
待
し
て
パ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
。

(
古
家
崎
広
報
委
員
長
)
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